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 このような余剰の分配問題を、von Neumann and Morgenstern (1953) は、各主体が彼自身
によりあるいは彼が他の一部の人たちと協力することにより達成可能である成果にもとづき、分
















心的に扱われる解は、最も代表的な解概念の一つである Shapley value とそれに関連する他の
解概念である。その一方で、分析される枠組みは、通常の協力ゲームを包括するようなより一般




 二章では、Shapley value の新しい公理化が提案される。この公理化は、Shapley value を
公理化する性質としてよく知られた Balanced Contributions Property (BC) の要求を弱めた、
Balanced Cycle Contributions Property (BCC) という公理を用いて行われる。BCC は、BC の
要求する社会に存在する任意の二人において成立するある種の衡平関係ないし緊張関係を、社会
を構成する全員の間で成立するような緩やかな衡平関係として描きなおすものである。協力ゲー
ムの解の理論において、BC の要求を BCC へと弱めることの一つの利点は、BCC により 
Shapley value 以外の解も公理化できる可能性があることである。実際、BC と効率性を満足す
る解が Shapley value だけであるのに対して、BCC と効率性を満足するような解は無数に存
在している。BCC と効率性に追加的な公理を付け加えることにより、Shapley value, 均等解、
CIS value などが公理化されることが示される。 
 三、四章では、提携構造のある協力ゲームにおける、新しい解概念がそれぞれ定義される。二
つの新たな解概念は、Shapley value の提携構造のある協力ゲームへの自然な拡張となってお
り、先行研究において主として考察されている Owen’s coalitional value や Aumann-Dreze 
value とは異なるものである。これらの解に対する、多様な公理化が提案される。 
 五章では、本稿で分析される非協力的接近の根幹となる、Perez-Castrillo and Wettestein 






このクラスにおいて定義された重みつきの解概念は、Shapley value, weighted Shapley value, 
Owen’s coalitional value, weighted coalitional value を特殊ケースで含むようなものである。
この章で新たに提案されるメカニズムが、重みつき解概念を特性関数がゼロ単調性を満足すると
きにはいつでも遂行することが示される。この結果は、既存研究よりも Owen’s coalitional 
value などを遂行する範囲が広がっていることを意味する。六章の結果は、 
Yoshio Kamijo, “Implementation of weighted values in hierarchical and horizontal 
cooperation structures,” Mathematical Social Sciences, 56, 2008, 336-349.  
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を発展させたものである。 
